第2巻第13課

第13課　一日の生活
目標

	日本語学習目標

・日本の中学生や自分の一日について、何時に何をするか行動を簡単に日本語で言ったり、たずねたりできる。

・日本語の擬音語・擬態語の特徴について知る。
文化・人間関係目標

・自分の1日の生活を振り返る。

・日本の中学生の1日の生活について知り、自分との共通点相違点に気がつく。
	文字学習目標

・カタカナ（7文字）を読んだり書いたりできる。


主題場面（主题场面）
●制作意図＆授業のヒント

・漫画の中からいくつかの場面を取り上げて、1日の流れを提示しています。それぞれの漫画のコマが、何時ごろでどんな場面なのかを振り返らせるといいでしょう。その後、自分たちの1日の生活を振り返らせるといいでしょう。

問いかけ例　

○これらの漫画はどこで出てきましたか。

○何をしていますか。何時ごろですか。

○それぞれの場面について、みなさんの場合だったら、何時ごろですか。

○それぞれの場面について、日本の中学生は何時ごろだと思いますか。

●補足説明
なし

学習活動（学习活动）
一日の生活
	活動のねらい

	・日本の中学生の1日の生活を知る。
・何時に起きるか/寝るか/学校に行くか/うちに帰るか/ご飯を食べるか言ったり、たずねたりできる。
・ご飯を食べるかどうか言ったりたずねたりできる。
・他の人が何時に何をするかを聞いて、感想を言うことができる。

・友達に質問されたときと、クラスで発表するときに使う表現が違うことがわかる。

	技能
	言語材料

	聞く
話す
	読む
	書く
	表現
	語彙

	●


	●

	●

	何時に　起きる／寝る／[学校]に行く／うちに帰る／[朝ご飯]を食べる　？

－～時に　起きる／寝る／行く／帰る／食べる

朝ご飯を食べる。
－うん、食べる。

－ううん、食べない。

王さんは6時に起きます。

－遅い／早い／わたしも（既習）／へ－そうなんだ（既習）。
	時間の言い方

起きる、起きます、寝る、寝ます、行く、行きます、帰る、帰ります、勉強する、勉強します、早い、遅い、学校




●活動内容

・紗希の1日の生活の写真と時間を見て、疑問に思ったことをまとめ、その疑問についてクラスでどうして疑問に思ったのかなど話をする。

・紗希と自分の1日の生活を表にまとめ、比較する。

・お互いの1日の生活について友達同士で聞きあう。

・聞いたことをグループで発表する。
●制作意図＆授業のヒント

・紗希の1日の生活の写真は、素材集CDに収蔵されています。また、「想一想説一説」の大連の中学生の写真を利用したり、自分たちの1日の生活の写真を撮影しそれを利用したりして学習活動を進めても楽しいでしょう。「想一想説一説」の大連の中学生の写真も、素材集CDに収蔵されています。

・写真には文化的なこともたくさん含まれていますので、同時に文化的なことにも触れるといいでしょう。

　例　何時ごろに何をするか（この課の学習活動と関連）

ベッドで寝るか、布団で寝るか（この課のコラムと関連）

昼ごはんにお弁当を食べるか、給食を食べるか（漫画、9課コラムと関連）

玄関で靴をぬぐこと（第3冊19課と関連）

・P90活動3で動詞ない形の「食べない」が出てきますが、本教科書では活用は扱いませんので「ない形」の活用を生徒に教える必要はありません。「食べない」を一つの語彙として教えましょう。なお、「起きない」「寝ない」「帰らない」「行かない」の語彙は、この学習活動をする上で必要がないため扱っていません。

・発表するときは、「ます形」を使って発表します。また、発表を聞いて何らかの反応を返すようにしましょう。ここでも動詞の「ます形」の活用を教える必要はなく、「起きます」「食べます」「行きます」「勉強します」「帰ります」「寝ます」はそれぞれ一つの語彙として扱います。

●補足説明
・写真についての補足説明：

［朝ご飯］を食べる：第9課コラムの写真も参考になります。

学校に行く：制服を着て学校に行きます。

うちに帰る：日本の家は玄関で1段高くなっていて、靴を脱いで家の中にあがります。

コラム（专栏）
放課後
	目標

	・日本の中学生の日常生活の調査結果（起きる時間、寝る時間、ベッドか布団か、寝る前に何をするか、手伝いをするか、何を手伝うか、勉強時間）をみて、自分の日常生活と比較することができる。


●制作意図
・「学校外の生活」について、紗希とマイケルのクラスで行ったアンケートの結果を通して、自分たちの日常生活と日本の中学生の日常生活を比較し、共通性や相違性を発見することを目的としています。巻頭のグラビアページには世界の中学生の家での生活の様子の写真が掲載されているので、日本と中国の比較だけでなく、他の国の中学生たちの生活も交えての比較にまで発展させられるとより視野が広がるでしょう。

◇気づかせたいポイント

　　　・日中の中学生の日常生活の共通性、相違性

　　　・個人による日常生活の多様性　など

●授業のヒント
・教科書に載っている紗希とマイケルのクラスメート対象にしたアンケートの結果を見て、自由に気づいたことを発表させます。感想や疑問を言わせてもいいでしょう（たとえば、日本の中学生は家であまり勉強しないのか、など）。
・クラス内で同様のアンケート調査を実施して、紗希とマイケルのクラスメートの過ごし方と比較して、発表させたり、作文を書かせたりすることもできます。
・クラス内でアンケートをするときは、この課で勉強した文型を使って質問させるといいでしょう。（何時に起きる?／寝る?など）
・巻頭の見開きグラビアページにある世界の中学生の家での生活の様子の写真を使って、世界の中学生と自分たちを比較させてもおもしろい活動になるでしょう。

●補足説明
・Q3に「畳の上で寝る」という解答がありますが、これは畳の上に布団を敷いて寝るという意味です。日本では古来、畳の上に布団を敷いて寝、朝起きると布団を畳んで押入れにしまうという生活をしていました。このようにすることで、部屋のスペースを有効に利用することが可能になります。しかし近年、日本の住宅の洋風化（正確には和洋折衷型の増加）に伴い、ベッドで寝る人が増えてきています。

⇒畳とは、日本伝統の敷物です。歴史は長く、日本最古の歴史書「古事記」（712年）にも登場します。長い歴史の中で少しずつ形が変わり、現代の畳の形式になりました。

⇒畳の大きさは地域によって少し違います。東日本では長さ176センチ、幅88センチの大きさが中心で、西日本では少し大きく、長さ191センチ、幅95.5センチが中心です。このように畳の大きさは地域によって違いますが、厚みは5.5～6センチとほぼ共通しています。畳を何枚か敷き詰めた部屋のことを「和室」と呼びます。和室の広さは畳の枚数で表現されます。例えば、「6畳（ろくじょう）の和室」というのは、畳を6枚敷き詰めた部屋という意味です。

⇒表面はイグサという植物の茎を編んで作ります。中は、以前は稲藁を使って作っていましたが、今では新しい技術で開発されたさまざまな素材が使われています。厚みがあるため、クッション性が高く（弾力性があり）、寝転んでも心地いい感触が得られ、また、遮音性にも優れています。また、畳は湿気を吸収してくれるのに加え、保温性があるので、夏は涼しく、冬は暖かく過ごすことができます。また、表面に使われているイグサの香りはリラックス効果があるとも言われています。
・Q6では、学校外でどのくらい勉強をしているかという質問があります。紗希とマイケルのクラスでは、平均して自宅では67分、塾で58分勉強しているという結果が出ました。

　⇒塾は、放課後に主として主要五教科（国語、数学、理科、社会、英語）を勉強することができる民間の機関です。難関高校進学を目指した教育をする塾や、学校での授業についていくのに困難を感じている生徒のための教育をする塾などがあります。クラス授業をする塾もあれば、少人数制や自習制の塾、個別対応をしてくれる塾もあります。

　⇒塾ではなく、通信教育で勉強している生徒もいます。送られてきた問題を自分で解いて郵便で返送すると、採点結果が解説つきで戻ってくるシステムです。

　⇒2009年に実施された調査では、学校外教育にかなり多くの生徒が参加していることがわかります。

　　　学校外学習の取り組み（学校段階別）
	
	小学生（3,561名）
	中学生（3,917名）
	高校生（6,319名）

	家庭教師
	1.1%
	3.2%
	1.3%

	通信教育
	19.4%
	22.8%
	17.0%

	英会話などの語学教室
	11.2%
	7.2%
	1.5%

	計算や書き取りなどのプリント教材教室
	12.4%
	4.0%
	1.2%

	学習塾・予備校
	23.1%
	45.9%
	19.4%


「第2回子ども生活実態基本調査報告書」（ベネッセ教育研究開発センター）2009年

●補足説明
参考URL
畳：「畳の性能」全国畳産業振興会HPより（日本語のみ）

　　    http://www.tatami.in/performance/index.html
第2回子ども生活実態基本調査報告書（日本語のみ）

http://benesse.jp/berd/center/open/report/kodomoseikatu_data/2009/hon3_1_02a.html
考えてみよう・言ってみよう(想一想 说一说)
●制作意図＆授業のヒント

・楊さんの生活について、写真と時間を見ながら、何時に何をしているか言ってみましょう。録音を聞いて、表現を確認することができます。

●補足説明
参考解答
　　一段目左　　　楊さんは　5時半に　起きます。　　　　

一段目右　　　楊さんは　6時に　朝ご飯を食べます。

　　二段目左　　　楊さんは　6時半に　学校に行きます。　　

二段目真ん中　楊さんは　11時に　勉強します。　

二段目右　　　楊さんは　5時半に　うちに帰ります。

　　三段目左　　　楊さんは　8時に　宿題をします。

三段目右　　　楊さんは　10時に　寝ます。
日本語広場（日语广场）
擬音語・擬態語
	目標

	・日本語の擬音語擬態語の特徴を、中国語と比較しながら考える。


●制作意図＆授業のヒント

・日本語は擬音語・擬態語が非常に豊富な言語だといわれています。ここでは、日本語と中国語を比較しながら、日本語の擬音語・擬態語の特徴について知ることをねらいとしています。また、漫画は擬音語・擬態語を多用することで、情景や登場人物の内面を細かく描き出すことができます。これは漫画の特徴の一つともいえます。そこで、「大連物語」の漫画も利用して擬音語・擬態語について考えさせることにしました。

1：動物の鳴き声について、中国語ではどう表現するかを考えさせたあと、日本語ではそれぞれをどう表現しているのかを考えさせます。

2：録音で5つの実際の音を聞いて、その音を日本語と中国語はそれぞれどう表現するのかを考えさせます。「ガチャ」「パチパチ」「ハアハア」については、第1～2巻の漫画の中で擬音語として出てきますので、漫画を参考に考えさせてもいいでしょう。

3：ある場面の擬態語について、日本語と中国語でそれぞれどう表現するかを考えさせます。3つの場面とも漫画から切り取ったものですから、漫画を見てどのような場面で使われる擬態語か考えさせるといいでしょう。

●補足説明
参考解答
1.　A　ねずみの鳴き声　→　チューチュー

B　アヒルの鳴き声　→　ガーガー

C　犬の鳴き声　　　→　ワンワン

D　猫の鳴き声　　　→　ニャーニャー、ミャーミャー

E　牛の鳴き声　　　→　モーモー

2.　①ドアを軽くノックする音　　→　日本語　トントン

②ドアノブを回す音　　　　　→　日本語　ガチャ

③拍手の音　　　　　　　　　→　日本語　パチパチ

④ドアを大きくノックする音　→　日本語　ドンドン

⑤息を切らしている音　　　　→　日本語　ハアハア

3.　左の場面　　　→　B　ドキドキ　（緊張しているとき様子を表す）

真ん中の場面　→　C　ペチャクチャ（途切れなくおしゃべりをしている様子を表す）

右の場面　　　→　A　シーン（静まり返った様子を表す）
カタカナ（片假名）
	目標

	・カタカナ7文字が読めて書ける。


●制作意図＆授業のヒント

・カタカナの成り立ちの漢字とひらがなを組みあせる活動は、生徒の想像力を発揮させるように進めましょう。

・この課で扱う7文字を習った後、読めたり書けるようになる表現

トピックに関係ないもの：クラリネット、ローラースケート、モップ、バナナ（第1巻参考語彙）

・付録の五十音図1、2も利用しながら授業ができます。五十音図2の連想法カタカナは、ほかのアイデアを生徒に考えさせることもできます。
●補足説明
参考解答：エ（江）、セ（世）、モ（毛）、ネ（祢）、マ（末）、ロ（呂）、ナ（奈）
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